
２．まちづくりの必要性の説明         

・人が温かく住民のつながりが強い 

・古賀の植木をもっと宣伝し多くの 

 人が交流できるように 

・古賀地区の伝統文化の継続を 

 （伝統芸能、古賀人形、古賀の 

  植木、史跡） 

  ▶発行元：古賀地区まちづくり協議会設立準備委員会   ▶発行日：令和2年12月 
  ▶事務局：https://www.kogachiku-shimin.com/（古賀地区市民センター） 

１．開会         

《主な意見》 

・たくさんの参加者に驚き、これから古賀地区が住みよい街となり、皆さん

と協力しながら地域を元気にしていきたい。 

・日常の生活では、当たり前になっている良い所・悪い所を改めて見直し、

気づき、考える時間となり、充実した話し合いの場でした。 

・自分たちの固まった意見ではなく、いろいろな人のたくさんの意見を聞く

ことができて古賀に対する想いがよりいっそう高まりました。 

５．ふりかえり 

最後に「今回参加してどうだった？」の感想を、紙に書き、発表しました。 

３．参加者で語り合い       

  「古賀地区で暮らして、感じていること

は？」をテーマに、途中で席替えをしながら、

話し合いを行いました。 

 話し合いの後は、「話し合ってみて印象に残っ

たこと」を各自紙に書いてグループの中で発表し

ました。 

 古賀地区の良いところやこれから古賀地区で

やってみたいことなどたくさんの意見が出ていま

した。その一部を紹介します。 

 長崎市からは、″話し合いの場”の目的や古賀地区の人口動

態、地域コミュニティを進める目的やこれまでの設立準備委

員会の取り組みの経過などについて説明を行いました。 

VOL.１ 

実施報告書 

 はじめに、設立準備委員会 濵田委員長が、 

 来年10月に地域コミュニティ連絡協議会を設立するため準備委員会を立ち上

げたことや、みなさんからのご意見を集めて、まちづくり計画をつくるため、

今回を含め数回の″話し合いの場”を開催すること、地域住民の自助共助公助で

明るいまちづくりが必要など、この″話し合いの場”の目的を話しました。 

 

・子どもたちには安心して集って

遊べる場所が必要 

・子育てしやすい 

・高齢者の声掛けを大事にする 

・お店がなく買い物が不便。高齢

者は買い物難民になっている 

子育て・高齢者福祉 

に関すること 

 

・緑が多くくらしやすい 

・桜やつつじ等の名所作り 

・ホタルを有効に地域活性化 

・車の渋滞がひどい 

・イノシシ対策をしてほしい 

・買い物しやすい様になってほしい 

自然・生活環境に関すること  つながり・地域活性化・伝統

に関すること 

 このたび古賀地区では、まちの未来を描いた「まちづくり計画」をつくる

ために、計画に必要なアイデアを集める場として、「やるばい！古賀のみど

りサミット」がスタートしました！ 

 地域の皆さんと一緒に古賀地区のことについて語り合い、まちづくり計画

が完成したら、計画を実現させるため、古賀地区まちづくり協議会を設立し

て、「地域のまちづくり」を住民が協力して進めることを目指しています。 

 第1回の話し合いをコロナ対策を講じた上で11月28日(土)に開催しました

ので、当日の様子をお知らせします。 

４．話し合いの場の名称を決める       
  この話し合いの場の名称は、当日参加してもらった皆さんに考えていただくことにしていまし

た。各グループで考え、そのあと会場全体で投票を行い、得票数の一番多かった、中学

生の案である「やるばい！古賀のみどりサミット」に決定しました！ 

■日時 
2020.11.28(土) 
10時～12時 
■場所 
古賀地区市民セ
ンター 
■参加者数 
102名 

・災害につよい町作り 

・自然災害時の避難場所を強固に 

・街灯をもっと増やしてほしい 

・道が狭いのに交通量が多く危ない 

・朝・夕は交通量が多く危険 

・防災マップに関心を持って 

安全安心に関すること 

決定 

古賀人形 

(古賀町） 

★参加者の意見★ 

（右上のページへ） 

ラカンマキ 

（松原町） 

キリシタン墓碑 

（福瑞寺） 

※意見は一部抜粋です。全ての意見については、下記のホームページで閲覧できます。 

古賀地区市民センターの
ホームページでも当日の
様子が閲覧できます♪↓ 


